















































扱う試みがなされ，代表的なものとして， Romer(1986， 1987)， Lucas(1988)などが採り上げ‘られる
ことが多い。また，人口成長率を内生的に取り扱う試みはRazin& Ben-Zion(1975)， Razin & Yuen 
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適解の流列である{C;:t=O，…，∞}， U;: t=O，…，∞}， {N;: t=O，…，∞}に関して，ラグランジ
ュ乗数であるφ・(三0)と {λ;:t=O，…，∞}が存在して，以下の条件を必ず満たしているぺ
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8) したがって.Gn= 1のとき養育者のベアは期首に 2人の子供を持つことになる。
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(ゆ η=α(Yc.t+YA.t-oKt)/ Kt=α(α(γGn，t+1-mt) -o}. 
上の(13)式より，定常状態における人口成長率は一定になるので，そのときの利子率は Yt二 fとなっ
ている。またt期の生産物は各家計によって期内に総消費Ctと総投資It'二分けられるものとする。
(14) Yt= Yc.t+ YA.t=Ct+lt 
このとき，来期の 1家計当りの資本ストックk川 (Kt+l/Nt+1)は，前述の減耗率δを利用すると，以
下のようになる。
(ゆ (ι+JNt+1) Nt+l二 {(ft!川)+ (l-o) (Kt/Nt) }Nt 
(1)， (12)， (14)，そして(15)の各式より次式(16)が得られる。ただし，ここでは(12)式より Gw.t=Gk，tが成立
している。
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また， (NC-1a) より次の(17)式が得られ，消費の成長率(Ct+l/Ct) = GCは一定になるので，(18)式が得
られ，これより定常状態において経済成長率が一定になることが確認できる。
(ゆ !1E(cn+I/ら)1σ(Nn+1川 )σ ニ (Gc)1-"-(Gn)σ=β{1 +α[a (γGn+1-(θGn)l/ρ) -OJ} 
(ゆ)ら=(l/Gn)σ/1ヤ[1十α(α(γGn+1-(8Gn)吋 δ)] p/l-"-
他方，各期の貯蓄率はらニ (It-oKt)/(Yc.t+YA . t 一 δ~K) なので Gn， t 二 Gn と Gk，t=Gy二 Gc より，
(18)式から定常状態での貯蓄率5は(20)式のように与えられている。
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各パラメータは， γ，α，8 ， β• o E (0. 1)なので，多くの場合，dGn/dγ. dGn/α>0となる。




所得成長率らと Gnの関係は，(18)式より次の図 3-1と図 3-2のようになっている。



















a = 1.5， o=O.l) 
図3-2 a=0.7のケース
(ただし， σ=0.5，ρ=0.5，β=0.5，
























i) aH ;手 (C:/は)>0， aL ;手(日/は)>0。γ a'γ
ii)αH 千(C;/は)< 0， a L; ~ (C; /は)>0
aγ aγ 







(性質3-i ~ i) 
i)αL ; dGy/dγ>0， dGn/ dγ>0. 
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